
為替週間展望＝ドル円は方向感を探る動きか

　　　　　　　　　　［３月２０日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    3 月 13 日～ 3 月 17 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  135.03   135.11(15)    131.72(16)    132.92   -2.11

ユーロ・ドル  1.0653   1.0760(15)    1.0516(15)    1.0649   +0.0006

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    27,333.79     -810.18     日本10年債利回り   0.288   -0.123

ダウ平均株価    32,246.55     +336.91     米10年債利回り     3.577   -0.122

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

２０日　英３月ライトムーブ住宅価格

　　　　中国最優遇貸出金利（ローンプライムレート　１年、５年）

　　　　独２月生産者物価指数

　　　　ユーロ圏１月貿易収支

２１日　ＮＺ２月貿易収支

　　　　独３月ＺＥＷ景況感指数

　　　　カナダ２月消費者物価指数、カナダ１月小売売上高

　　　　米２月中古住宅販売件数

２２日　英２月消費者物価指数、英２月生産者物価指数、英２月小売物価指数

　　　　ユーロ圏１月経常収支

　　　　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ、２１～２２日）政策金利

　　　　パウエルＦＲＢ議長記者会見

２３日　スイス銀行政策金利

　　　　英中銀（ＢＯＥ）政策金利

　　　　米新規失業保険申請件数、米第４四半期経常収支

　　　　米２月新築住宅販売件数

　　　　欧州連合（ＥＵ）首脳会議（２４日まで）

２４日　日本２月消費者物価指数

　　　　英２月小売売上高

　　　　独３月製造業ＰＭＩ速報値、独３月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　ユーロ圏３月製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏３月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　英３月製造業ＰＭＩ速報値、英３月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　米２月耐久財受注速報値

　　　　米３月製造業ＰＭＩ速報値、米３月サービス業ＰＭＩ速報値

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ＦＲＢによる利上げペースの加速や金融引き締め長期化への思惑も

あり、ドルは底堅い展開が続きそう。一方で、日銀は金融政策を据え置いたことで当面

はドル主導でドル円は底堅い推移が見込まれるとした。

　　　　

【リスク警戒感が高まる】

　３月１０日に発表された２月の米雇用統計では、非農業部門雇用者数は前月比＋３

１．１万人となり、事前予想の＋２２．５万人を上回った。ただ、失業率が３．６％と

なり、事前予想や前回の３．４％と上回り、平均時給も小幅ながら伸びが鈍化した。こ

れを受けて、次回ＦＯＭＣでの地上げペース加速への警戒感が後退した。

　　

　さらにＳＶＢフィナンシャル・グループ傘下のシリコンバレーバンクが経営破綻した

との報道もドル売り円買いにつながり、１０日のＮＹ市場でドル円は一時１３４円台前
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半まで円高に傾いた。１３日にはＮＹ州の地方銀行シグネチャーバンクの経営破綻を受

けて、金融システムリスクへの警戒が広がった。米長期金利が低下したことで、ドル円

は１３２円台前半まで下落した。

　　

　金融システムへの警戒感が高まる中、１３日に米財務省や米連邦準備制度理事会（Ｆ

ＲＢ）などの米当局は預金の全額保護を打ち出した。バイデン米大統領も預金者を保護

する姿勢を強調しており、預金者の不安心理の払しょくに努めている。こうした動きで

株式や金融市場はいったん落ち着きを取り戻した。

　　

　３月１４日発表の米２月消費者物価指数は、前月比が若干予想を上回ったものの、前

年比が総合もコアも予想通りとなった。１５日発表の米２月生産者物価指数は前年比＋

４．６％、前月比－０．１％といずれも市場予想を下回る結果となった。コア前年比は

＋４．４％、前月比変わらずと、こちらも予想を下回った。

　　

　２月米小売売上高は、前月比－０．４％と事前予想（＋０．２％）を下回った。コア

前年比－０．１％と予想と一致したが、前回（＋２．３％）から大幅減速となった。３

月ＮＹ連銀製造業景気指数は－２４．６と前回の－５．８や市場予想－７．９を大きく

下回った。

　　

　米国でも地銀の破綻は特殊なケースで当局の素早い対応が市場に好感されたが、１５

日はクレディスイスという大手銀行の経営不安が金融システム不安につながり、各国で

の株式や金融市場のリスク回避の動きにつながった。ただ、１６日に同行はスイス国立

銀行（中央銀行）から最大５００億スイスフラン（約７兆１０００億円）を調達する用

意があると発表しており、市場はいったん落ち着きを見せている。

　　

　米地銀の経営破綻を受けての金融システム不安、一連の米経済指標、欧州ではクレデ

ィスイスの経営不安などを背景に３月の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）での０．５

０％の利上げ確率はゼロに低下、０．２５％の利上げ確率が８６％前後となり、以前は

ゼロだった据え置き見通しが１４％前後となっている。こうした中、２２日のＦＯＭＣ

では０．２５％の利上げの可能性が高い。利上げ幅に加えて、今後の政策金利の見通し

やインフレ見通しがどのように変化しているかが注目される。

　　

　今回の金融不安に関しては、一部の銀行の特定の問題で金融システム全体に脅威を与

える問題ではないと思われる。不安を払しょくするために当局も積極的に関与するとみ

られ、徐々に落ち着きを取り戻しそうだ。ただ、目先は他の金融機関の問題が顕在化す

る可能性もあり、ドル円はニュースや経済指標に左右されながら方向感を探る動きにな

るとみられる。ドル円の目先の予想レンジは、１２９．００～１３６．００円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、２１日に米２月中古住宅販売件数、２２

日に米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）政策金利、パウエルＦＲＢ議長記者会見、２３

日に米新規失業保険申請件数、米第４四半期経常収支、米２月新築住宅販売件数、２４

日に日本２月消費者物価指数、米２月耐久財受注速報値、米３月製造業ＰＭＩ速報値、

米３月サービス業ＰＭＩ速報値などがある。

　　

【ＥＣＢ理事会では０．５％の利上げ】

　１６日に開催された欧州中央銀行（ＥＣＢ）理事会では、０．５０％の利上げを決定

した。米銀の破綻やクレディスイスの経営不安などを背景に利上げ幅を圧縮するとの見

方も一部にあったが、インフレ抑制を重視しての動きとなった。

　　

　理事会後の記者会見で、ラガルド総裁は、「経済は今後数四半期で回復すると思われ

る」「基調インフレは依然として強い」「成長へのリスクは下方に傾いている」「ＥＣ

Ｂはインフレ退治のコミットメント弱めていない」「金利の道筋について現時点でコメ

ントすることは不可能」「現在の市場の緊張を注意深く監視している」などと述べた。

　　

　ユーロドルは１５日にスイスの金融大手クレディスイスの経営不安などを受けて１．

０７台半ばから１．０５台前半まで下落した。その後下げ渋りを見せているものの、

１．０６台前半までもの戻りにとどまっている。ＥＣＢ理事官後は１．０５台半ばに下

げた後に１．０６台を回復しているが上値は重い。ユーロドルは欧米市場の金融機関関

連の報道に左右されつつ、もみ合いで推移する展開となりそうだ。ユーロドルの目先の



予想レンジは、１．０４００～１．０７５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、２０日に英３月ライトムーブ住宅価格、中

国最優遇貸出金利（ローンプライムレート　１年、５年）、独２月生産者物価指数、ユ

ーロ圏１月貿易収支、２１日にＮＺ２月貿易収支、独３月ＺＥＷ景況感指数、カナダ２

月消費者物価指数、カナダ１月小売売上高、２２日に英２月消費者物価指数、英２月生

産者物価指数、英２月小売物価指数、ユーロ圏１月経常収支、２３日にスイス銀行政策

金利、英中銀（ＢＯＥ）政策金利、２４日に英２月小売売上高、独３月製造業ＰＭＩ速

報値、独３月非製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏３月製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏３月

非製造業ＰＭＩ速報値、英３月製造業ＰＭＩ速報値、英３月非製造業ＰＭＩ速報値など

がある。
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